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木星磁気圏研究のためのシミュレーションデータシステム
Open simulation data system for Jovian magnetospheric research
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近年HISAKIの観測により良い観測データが貯まってきており、数値シミュレーションも計算機の発展によ
り、解像度を上げなければ、パラメータサーベイができるようになっている。そこで、木星磁気圏研究におい
て、観測と比較することも考慮した、木星磁気圏シミュレーションのデータベース作成を始めている。この
データベースでは、基本的な太陽風動圧やIMF、観測やモデリングからの現実的な太陽風に対するに磁気圏の応
答を計算したものを保存する。また、実験的な太陽風パラメータもリクエストに応じて計算し、保存をする予
定である。現在は自前のサーバにデータを保存しているが、基本的には3GBのデータが数百通りの計算で
100TB近くになるのが予想される。今後は解像度を上げたものを保存することを考えると、数百TBのリソースを
すぐに占める。これらのデータを利用、解析してもらうための環境作りが必要であり、NICTサイエンスクラウ
ドや大学のスパコンセンターを考えている。本発表ではこのデータシステムの構築状況を報告し、今後の議論
を行う。
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